
高さ8-10mになる落葉高木。葉身は卵形または卵状長楕円形、先は尾状に細くとがり、基部はゆがんだ切

形または浅心形である。7月、葉柄の基部の側方から長さ4-5cmの花序を伸ばし、十数個の花をつける。総

包葉は狭長楕円形で先は円く、花時に長さ3-5cm、果時に6-7cm。

県内では2ヶ所に知られている。隔離分布。いずれも住
宅地域に近く、開発などによる人為的生育環境破壊の
危険度が極めて高い。

生育地の保全が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点
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■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界
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■ 県内分布
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■ 国内分布

本州（兵庫県、奈良県、中国）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布
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兵庫県ランク…ヘラノキ
環境省ランク… －Tilia  kiusiana  Makino et Shiras.


